
設立５年で自主財源１億円を超えた今帰仁村観光協会に学ぶ

観光講演会
嘉手納町における教育旅行民泊受入れの可能性について

【お問合せ先】
嘉手納町役場産業環境課商工振興係（担当：幸地・又吉）TEL：098-956-1111〈内線326〉

≪講演会の内容≫

「教育旅行民泊とは？嘉手納町での可能性」

元今帰仁村観光協会事務局長で観光協会をゼロから立ち
上げ、全く無名だった古宇利島の岩を「ハートロック」
として沖縄県内3位の観光地に変える。
設立5年で年間約１万人の修学旅行を受入れる観光協会
に育てた又吉氏が嘉手納町における教育旅行民泊の可能
性と受入れのメリット・デメリットについて講演する。

【講師プロフィール】 又吉 演 氏（合同会社バヌーCEO ）
1969年那覇生まれ。今帰仁村観光協会設立、事務局長就任。2017年3月、退職。フリーを経て、
Banoo.LLCを設立。同CEOに。現在は主に今帰仁村に2019年にオープンするホテルのコンサル
ティング、県内外の自治体や企業で地域おこし・組織・人材育成等の講師として活動中。

時間：１９：００～２０：３０
場所：嘉手納町中央公民館

（嘉手納町嘉手納２９０−９ ロータリープラザ 2F）

３３ 1818 (月)(月)月 日平成3１年 参加無料

教育旅行民泊とは、学校等が実施する教育旅行(修学旅行等)において、
民家にて宿泊を伴う家業体験や生活・文化体験等を行う民泊のこと。


